
事例でまなぶプログラミングの基礎　　チャレンジ　フローチャートの解答例

２－４　選択構造と繰り返し構造を組み合わせてみよう　（p.17）

割引後の金額 A >
割引後の金額 B

No

Yes

金額 × 0.9 → 割引後の金額 A

金額 - 50 → 割引後の金額 B

金額を入力

割引後の金額 Bを表示 割引後の金額 Aを表示

はじめ

おわり

ループ
終了の合図があるまで

ループ



３－２　順次構造のプログラミングを学ぼう　（p.23）

Slt + Wtr → Amn
Slt / Amn → Cnc
Cnc ＊ 100 → Cnc

変数 Cnc，変数 Amn，
変数 Slt，変数 Wtrを準備する

変数 Slt，変数 Wtrを入力

Cnc，Amnを表示

はじめ

おわり



３－３　選択構造のプログラミングを学ぼう　（p.27）

Yr/4の余りが 0
かつ　Yr/100の余りが 0でない
または　Yr/400の余りが 0

No

Yes

変数 Yrを準備する
変数 Yrに初期値を設定する

Yrを入力

「うるう年」の表示

「平年」の表示

はじめ

おわり



３－４　繰り返し構造のプログラミングを学ぼう　（p.31）

n + 1 → n

n+2018年は辰年です

n+2018を 12で
割った余りが 8

No

Yes

「結果リスト」，変数 nを準備する
「結果リスト」を初期化する

1 → n

「結果リスト」を表示

はじめ

おわり

ループ
nが 82になるまで

ループ



４－１　合計を求めるプログラムを作成しよう　（p.35）

Ttl + i → Ttl

変数 Str，変数 Fnl，
変数 i，変数 Ttlを準備する
それぞれの変数に初期値を

設定する

変数 Str，変数 Fnlを入力

変数 Ttlを表示

はじめ

おわり

ループ
変数 iは変数 Fnlからはじまり，
1ずつ減って変数 Strになるまで

ループ



４－２　エンゲル係数を計算するプログラムを作成しよう　（p.39）

変数 Wit，変数 Wta，
変数 Ejy，変数 Eya，
変数 Wpsを準備する
変数 Wta，変数 Eyaに
初期値を設定する

Eya + Ejy → Eya

Wta＊ 100 / （Wta + Eya） → Wps

Wta + Wit → Wta

待ち時間を変数 Witに入力

待ち時間を変数 Witに入力

待ち時間以外を変数 Ejyに入力

待ち時間以外を変数 Ejyに入力

変数 Wpsを表示

はじめ

おわり

ループ 1
変数 Witが ｰ1になるまで

ループ 2
変数 Ejyが ｰ1になるまで

ループ 1

ループ 2



４－３　ボウリングのスコアの平均を求めよう　（p.43）

１

Ttl + Scr → Ttl

Tms + 1 → Tms

Ttl / Tms → Avr

Scr >= 0
かつ

Scr <= 100

Tms > 0

Scr ≠ 999

No

No

No

Yes

Yes

Yes

変数 Scr，変数 Ttl，
変数 Tms，変数 Avrを準備する
変数 Ttl，変数 Tmsに
初期値を設定する

得点を変数 Scrに入力

変数 Avrを表示

はじめ

おわり

ループ
変数 Scrが 999になるまで

ループ



Idt - 1000 → Pn1 Idt - 2000 → Pn2

Tt1 + Pn1 → Tt1 Tt2 + Pn2 → Tt2

Tt1 / Tm1 → Av1

Tt2 / Tm2 → Av2

Tm1 + 1 → Tm1 Tm2 + 1 → Tm2

No

No

No

No

Yes

Yes

Yes

Yes

Idt > 999
かつ

Idt < 3000

Tm1 > 0
かつ

Tm2 > 0

Idt ≠ 9999

Idt < 2000

変数 Idt，変数 Tt1，
変数 Tm1，変数 Av1，
変数 Tt2，変数 Tm2，
変数 Av2，変数 Pn1，
変数 Pn2を準備する
変数 Tt1，変数 Tm1，
変数 Tt2，変数 Tm2に
初期値を設定する

入力データを変数 Idtに入力する

変数 Av1，変数 Av2を表示

はじめ

おわり

ループ 1
変数 Idtが 9999になるまで

ループ

２



４－４　最大値を探すプログラムを作成しよう　（p.47）

0 → Lrg

x → Lrg

x → Sml

n - 1 → n

Lrg - Sml → Dfr

100 → Sml

x > Lrg

x < Sml
No

No

Yes

Yes

データ数を変数 nに入力

データ数を変数 xに入力

変数 Dfrを表示

はじめ

おわり

ループ
変数 nが 0になるまで

ループ

変数 n，変数 Lrg，変数 Sml，
変数 x，変数 Dfrを準備する



４－５　配列を使って金種計算をしよう　（p.53）

r + 1 → r

n + 1 → n

n - 1 → n

n + 1 → n

0 → n

1 → r

Pnt → Lsta（n）

Lsta（n） → Lstb（r）

配列 Lsta，配列 Lstb，
変数 n，変数 Pnt，
変数 rを準備する

配列 Lsta，配列 Lstbに
初期値を設定する

データを変数 Pntに入力

データを変数 Pntに入力

Lsta（n），Lstb（n）を表示

はじめ

おわり

ループ 1
変数 Pntが 0になるまで

ループ 2
変数 nが 0になるまで

ループ 3
変数 nが r-1より大きくなるまで

ループ 1

ループ 2

ループ 3

１



No

Yes

n + 1 → n

Odd + Lst（i） → Odd

i + 1 → i

Eve + Lst（i） → Eve

0 → n

1 → i

i ％ 2 → r

Pnt → Lst（n）

r = 0

配列 Lst，変数 n，
変数 Pnt，変数 i，
変数 r，変数 Odd，
変数 Eveを準備する
配列 Lst，変数 Odd，

変数 Eveに
初期値を設定する

データを変数 Pntに入力

データを変数 Pntに入力

Lst（i）を表示

変数 Odd，変数 Eveを表示

はじめ

おわり

ループ 2
変数 iが nより大きくなるまで

ループ 1
変数 Pntが 0になるまで

ループ 1

ループ 2

２



４－６　関数を定義して使ってみよう　（p.58）

Dvs + 1 → Dvs

1 → Dvs

Fab ％ Fdv → Rmn

Flg - 1→ Flg

2 → Flg

Dvs → Dsp

No

No

Yes

Yes

計算処理（Anm，Dvs，Flg）

計算処理（Bnm，Dvs，Flg）

Flg = 0

Rmn = 0

変数 Anm，変数 Bnm，
変数 Dvs，変数 Flg，
変数 Dspを準備する

変数 Rmnを準備する

整数 aを変数 Anmに入力

整数 bを変数 Bnmに入力

変数 Dspを表示

はじめ 計算処理（Fab，Fdv，Flg）

出口

おわり

ループ
変数 Dvsが Anm÷ 2より大きくなり，

かつ
変数 Dvsが Bnm÷ 2より大きくなるまで

ループ



付録　番号順に並べ替えるアルゴリズムを作ろう　（p.108）

１．フローチャートのDブロック部分（「Lst（a） > Lst（a+1）」）の不等号を変更し，「Lst（a） < Lst（a+1）」とする。

２． N（N-1）ー2

データ数 回数

2 1

3 3

4 6

5 10

6 15

7 21

8 28

… …

N N（N-1）ー2

回


